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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

59
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

愛媛県松山市千舟町6丁目1番地3　チフネビル501

訪問調査日 平成26年9月29日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目 　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印 項　　目 　　　　　取　り　組　み　の　成　果

　　↓該当する項目に○印

東温市志津川1578-1

自己評価作成日 平成26年9月15日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 ●事業所は、地域とのつながりや相互協力を大切にしておられる。地域の保育園で芋ほりが楽しめるところを探して
おられた時、事業所の畑での芋ほりに誘ったことがきっかけで、その後も一緒に楽しむことが恒例となっている。又、
保育園の運動会、クリスマス会、盆踊り等の案内もあり、交流が深まっている。地域祭時には、神輿や獅子舞の休憩
所として接待し、若い世代の方にも事業所を知ってもらう機会となっている。利用者は、近所からの入居が多く、散歩
や買い物時には、知人に出会ったり、挨拶する等してこれまでと変わらず地元での暮らしをされている。地元ボラン
ティアの来訪時には利用者と一緒に過ごす時間を持てるよう工夫されている。
●事業所主催の春の食事会・秋の運動会時に、家族会を開催しており、ほとんどのご家族が参加されている。家族
会ではご家族同士で話す時間を作っており、互いに悩み等の相談をされている。家族会を通して親しくなり、ご家族
が来られていない利用者のことを気に掛けて、介助したり話しかけてくださるようなご家族の方が増えているようだ。ご
家族からは「事業所全体の雰囲気が良くなった」と感想があったようだ。

評価機関名 特定非営利活動法人JMACS

所在地

評 価 結 果 概 要 表
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3891500021 ・今年度は認知症重度化への予防と改善として、脳トレを積極的に行っている。毎月レクレーション担当
を決めてメニューを作り実施し、定期的に長谷川式スケールにて利用者様の状態を知るように努めてい
る。
・災害等の緊急時への対応としての救急救命の講習、年２回の消防、避難訓練を行い利用者様の命を
守るための方法を全職員が学び、実践できるよう努めている。又、地域消防団や地域役員の方にも参加
していただき地域で認知症高齢者を見ていこうと取り組んでいる。
・夏祭りには地域住民を招待し、出店や花火観賞等楽しみながら信頼関係を強め、当施設・利用者様と
認知症高齢者について理解を深めていただけるよう努めている。

法人名 医療法人　中野クリニック

事業所名 グループ・ホーム　アンダンテ

所在地

特定非営利活動法人JMACS



サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

記入者（管理者）

氏　名 和田　裕介

評価完了日 平成　26　年　　9　月　　15　日

事業所名　 グループ・ホーム　アンダンテ

(ユニット名） 東ユニット

ホップ 職員みんなで自己評価!
ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!
ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－

“愛媛県地域密着型サービス評価”

特定非営利活動法人JMACS



グループ・ホーム　アンダンテ(東） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

施設内3カ所の見やすい場所に理念を掲示し、職員間で共
通理解をしている。又、理念に沿った具体的な行動指針を
朝礼で復唱し、理念の実現に向けて日々積極的に実践に
取り組んでいる。当施設内でも自己評価を行い、振り返り実
践につなげている。

(外部評価)

法人理念の「幸せをお届けします」とともに、事業所理念「心を込め
た暖かい介護サービスをお届けし優しく笑顔ある生活となるように
支援します」・「安心してゆとりある生活を支援します」・「個々が役
割を持ちその人らしい生活となるように支援します」を掲げ、昨年７
月、理念を実践しやすいように行動指針を作られた。行動指針は、
朝礼時、唱和することで職員に定着しており、職員同士が指針を引
用してお互いアドバイス等をしながら日々、取り組まれている。

(自己評価)

地域行事への参加や地域の商店での買い物等、地域の
方々との交流を深めている。また、地域ボランティアや学生
の実習も積極的に受け入れている。夏祭りには、毎年、家族
様や地域の方を招待し楽しんでいただいている。理事長・施
設長が地域住民であり、積極的に町内活動に参加し交流を
深めている。

(外部評価)

事業所は、地域とのつながりや相互協力を大切にしておられる。地
域の保育園で芋ほりが楽しめるところを探しておられた時、事業所
の畑での芋ほりに誘ったことがきっかけで、その後も一緒に楽しむ
ことが恒例となっている。又、保育園の運動会、クリスマス会、盆踊
り等の案内もあり交流が深まっている。地域祭時には、神輿や獅子
舞の休憩所として接待し、若い世代の方にも事業所を知ってもらう
機会となっている。利用者は、近所からの入居が多く、散歩や買い
物時には、知人に出会ったり、挨拶する等してこれまでと変わらず
地元での暮らしをされている。地元ボランティアの来訪時には、利
用者と一緒に過ごす時間を持てるよう工夫されている。

(自己評価)

運営者が認知症の専門医であるため、地域の研修会の講師として
指導したり、地域住民の要望に応じてアドバイスをしたり、運営推進
会議や家族会などで認知症について、お話することで地域住民に
対して認知症の理解を深めていただいている。広報誌等でも、啓
発に努めている。今までも相談は受けていたが、今年度より市から
の助言もあり認知症や介護の公的な相談所として地域住民に開け
ている。

3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

特定非営利活動法人JMACS



グループ・ホーム　アンダンテ(東） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

利用者様の生活や健康状況、ホーム内の行事やグループ
ホームとしての運営状況、外部評価の結果を報告している。
又、会毎にテーマを掲げており、時には講師を招いたりしな
がら家族様や利用者様、市福祉関係者等多様な会議メン
バーとの意見交換を行い、サ－ビスの質の向上に生かして
いる。

(外部評価)

会議では、写真や映像を利用して行事の様子等を報告しており、
参加者からは「とても解りやすい」と好評である。季節の花を楽しみ
に出かけた報告を行うと、参加者からもお花がきれいなスポットを教
えてくださったりする。「認知症を知ってもらい、地域の方にも利用
者を支えてもらいたい」との思いから、地域包括支援センターで講
師を紹介してもらって、会議時に「認知症サポーター養成講座」や
「認知症について」の勉強会を行ったこともある。参加者からは
「テーマが決まっており、解かりやすい」「勉強になって良い」等の
感想があるようだ。

(自己評価)

地域包括センター訪問、運営推進会議や地域における介護
ネット、地域密着型サービス施設情報交換会、市の研修等
に積極的に参加し情報交換を行なったり、指導・助言を実践
化に生かしサービスの質の向上に繋げるよう努めている。

(外部評価)

市内の地域密着型サービス事業所が集まり、事例検討や相
談等をする会議が２ヶ月に１回開催されており、管理者も参
加し情報交換をされている。認知症サポーター養成研修の
実施を検討していた際には、市の職員に相談して地域包括
支援センターのキャラバンメイトを紹介していただき、研修の
実施に至った。

(自己評価)

身体拘束廃止についてのマニュアル指針に沿って研修会を
行い、知識を深め職員全体が身体拘束について正しく理解
し、ウィング会議や職員会等で一人一人の利用者様につい
て身体拘束をしていないか検討しあっている。見守りと所在
確認を十分に行うよう努め、いつでも出られるよう施錠はして
いない。

(外部評価)

調査訪問時、玄関は施錠せず、窓は開放し網戸になってい
た。食事中には、席を立って何処かに行こうとする利用者の
後をついていく職員の様子がみられた。利用者はトイレに行
きたかったようで、職員は利用者の様子を見守り対応してお
られた。

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見をサービス向上に活
かしている

特定非営利活動法人JMACS



グループ・ホーム　アンダンテ(東） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

研修や勉強会を通して、職員全体が虐待について正しい理
解に努めている。研修会ではロールプレイングを活用しグ
ループワークで虐待について話し合う機会を設けた。カン
ファレンス等で、利用者様の日常生活の様子を職員全員で
共有している。

(自己評価)

これまで制度の利用者はいないが、権利擁護について職員
が勉強する機会を設けている。今後は職員間で理解を深め
必要性が発生した場合、適切に活用していきたい。

(自己評価)

契約時、利用に際してのサ－ビス提供の内容・権利・義務等
を、契約書や重要事項説明書に基づき説明し、理解してい
ただくよう具体的に話し合い、納得して頂き契約をしている。
改定等については、迅速・丁寧に連絡・説明し、理解を頂い
ている。

(自己評価)

利用者様とはコミュニケーションやきめ細かな観察により、思
いや願いの実現に努めている。定期的に行事等と合わせて
家族会を開催し、多くの家族様が参加されている。会の中で
家族様だけで話していただく時間もあり、多様な意見や要望
を頂戴して運営に反映させている。運営推進会議では評価
結果やアンケート結果も公表し運営について忌憚のない意
見をいただき、運営改善に役立てている。苦情相談窓口・意
見箱等により、家族様の要望や意見の収集をしており、結果
は運営会や広報誌等で報告している。

(外部評価)

事業所主催の春の食事会・秋の運動会時に、家族会を開催
しており、ほとんどのご家族が参加されている。家族会では
ご家族同士で話す時間を作っており、互いに悩み等の相談
をされている。家族会を通して親しくなり、ご家族が来られて
いない利用者のことを気にかけて、介助したり話しかけてくだ
さるようなご家族が増えているようだ。ご家族からは「事業所
全体の雰囲気が良くなった」と感想があったようだ。

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用でき
るよう支援している

特定非営利活動法人JMACS



グループ・ホーム　アンダンテ(東） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

ウィング会、職員会、業務改善委員会、運営会での意見や
提案を運営に反映している。面談なども随時行っており意見
や提案が出しやすい環境にしている。また、日ごろから職員
の意見を十分に聴くよう心がけており、気づきやアイディアを
気軽に言える体制になっている。

(外部評価)

職員は、ウイング会や職員会等で意見交換等されており、管
理者と職員の面談の機会もある。管理者は職員からの提案
は否定せず、「したいと思う事は行ってみることが大事」と職
員を後押しされている。

(自己評価)

職員は個々に個別目標を作成し、定期的な自己評価行うこ
とでステップアップを図っている。代表者は職員の自己評価
と面談により、職員一人一人の情況を把握し、条件等の整備
に努めている。

(自己評価)

月に１度の勉強会や施設内研修に力を入れている。外部研
修の内容を職員に伝え、職員一人一人の力量に合った研
修会参加を進めている。また、資格の取得を奨励している。

(自己評価)

地域介護ネットや地域密着型サービス施設情報交換会、市
の研修等に参加し、近隣施設との連携・交流を深め、勉強
会や意見交換会を行なっている。また相互訪問をし互いの
意見を交換することで質の向上に取り組んでいる。

(自己評価)

入所前に事前面談を行ったり、本人が既に関わっている施
設等から情報を得ることに努め、本人の希望や要望を聞き
取り、安心して生活出来るように配慮している 。アセスメント
シートの活用で、職員全員が事前に情報を共有し入所後の
ケアに役立てている。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに
努めている

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている

11 7
○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている
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グループ・ホーム　アンダンテ(東） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

事前の相談及び契約説明時に、家族様や利用者様の生活
歴・現況等の正確な情報把握に努めるとともに、不安なこと
等、細部についても話し合い、少しでも不安を解消し家族様
が十分理解・納得された上での契約を結んでいる。

(自己評価)

ご本人や家族様より相談内容を聞きながら思いを汲み取り、
介護支援専門員やその他の専門職員とともに話し合いを持
ち検討し、利用者様を中心にした、安心して穏やかな生活と
なるよう対応に努めている。

(自己評価)

グループホームの理念の現実を目指し、利用者様を中核に
捉え、一人一人に応じた生きがいのある生活となるよう支援
し、楽しさや感動、日々の生活を共有し、関係性と信頼を築
いている。

(自己評価)

家族様の来訪時や日頃の電話連絡にて、ご本人の状況を報告し
日常生活の様子を理解して頂いたり、要望等についても相談して
いる。また、職員と共に支援していただけるよう、介護計画に参画し
て頂いている。家族会や施設行事等は、気兼ねない様参加を呼び
かけ、家族様との意見交換や、信頼を深める機会としている。

(自己評価)

家族様や親族・友人の訪問が多く、その際落ち着いて話せるよう環
境作りにも配慮している。また、ドライブや買い物等で、ご本人が馴
染んできた地域の施設や季節の自然に触れられるよう出掛けてい
る。行事等にもお誘いし今までの関係性が崩れないよう努めてい
る。そして新しい馴染みの関係が出来るよう人や場との関係作りに
も努めている。

(外部評価)

ご家族と利用者のつながりを大切にした支援に努めておられる。利
用者がご家族の事を理解できなくなっても、ご家族の足が遠のく事
がないように、利用者とご家族の会話の仲に職員が入ってコミュニ
ケーションを図れるようサポートされている。又、ご家族が利用者と
一緒に過ごす時間を持てるように、外出や外泊することも勧めてお
り、職員は、利用者のできる事・できない事を伝えて、「困った時
は、いつでも電話してください」「対応が困難と感じたらいつでも
帰って来て大丈夫ですよ」と、安心して外泊、外出ができるよう対応
されている。

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている
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グループ・ホーム　アンダンテ(東） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

職員が関係や相性を把握し、職員が仲立ちとなって会話や
レクレーション等を通し孤立することがないよう、関わり合い
が持てるよう努めている。パステル画や生け花等、グループ
活動への参加を勧め、互いに誘い合う姿も見られており、共
に楽しい時間を過ごされ関係を深められている。

(自己評価)

いつでも、事業所への訪問や連絡の頂けるような関係作りに
努めている。病気で退所された方に対しても面会したり、退
所された方の家族様も、他の利用者様や職員を訪問された
り、施設行事に参加していただくこともある。退所時にはいつ
でも相談や情報提供を行うことを伝えている。

(自己評価)
日々、会話や表情生活全般を通して、思いや暮らし方の希望を汲
み取り、何を求めておられるのか正しく知ることで支援の個別化に
繋げている。特に困難な方には、家族様との話し合いの中から、昔
の慣習や生活歴等を聞き取り、職員間で対応を検討し、本人に応
じたサービス提供を工夫している。また、ターミナルについても本
人、家族様も含めお話しをして、視野にいれたサービス提供をして
いる。
(外部評価)

職員は、日々の会話の中で利用者の思いや意向、好き嫌いを把握
しておられる。前回の外部評価後、利用者の気持ちを把握するた
めの新しいアセスメント様式を追加されている。本人の言葉を●　ご
家族の言葉を○　職員の情報を△　の印を付けて蓄積されている。
ご本人から聞き取ることが困難な場合には、ご家族からの情報や職
員の気付き、ご家族の希望も記入されている。入居前に参加してい
た「俳句や短歌の集まりに行きたい」と思っている方や、「ご家族に
もっと来てもらいたい」と思っている方の気持ちは、職員が代弁して
ご家族に伝えるようにされている。

(自己評価)

入所時、利用者様・家族様より生活歴や現状などの情報を
収集、又、来所時に新たな情報を頂いたり、利用したことの
ある他施設の情報から利用者様が馴染みの環境で安心した
生活が継続できるように努めている。

(自己評価)

毎朝の申し送り等で、その日の心身状態に合わせて対応し
ている。現状理解や有する力を把握して、1日の活動で残存
機能が有効に活用できるよう申し送りやウイング会で適切な
支援の方法を話し合い、実践に努めている。

25
○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

21

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談や支援に努めて
いる
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グループ・ホーム　アンダンテ(東） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

利用者様、家族様の意向を日頃の生活や面会時等から少し
でも汲み取るよう努め、定期的にアセスメントとモニタリングを
行い介護計画の見直しと作成を行っている。又、サｰビス担
当者会議や随時行うケアカンファレンス等にて、職員全員で
話し合い、必要な場合には主治医の指導・助言を受けて、
現状にあった介護計画となるよう努めている。

(外部評価)

ご家族や利用者の希望や、医師、看護師から意見を聞き取
り、又、計画作成担当者が中心で介護計画を作成されてい
る。モニタリングは利用者個々の担当職員が毎月行い、３ヶ
月ごとに評価・見直しされている。

今後はさらに、利用者の希望、ご家族の思い等、アセスメント
で得た情報を活かして、利用者個々の意欲向上につながる
ような計画作成に工夫されてはどうだろうか。

(自己評価)

日々の様子はケアプランに重点を置いた形式で介護日誌や
個別記録に記録している。又、気づきシートを個別に作成し
介護計画に反映させたり、申し送りノ－トを活用しホ－ム内で
の細かい情報を全職員が共有し、実践に反映している。何
か気になることなどがあれば話し合う機会を持つよう努めて
いる。

(自己評価)

ニーズはできる限り受け入れ、個々に応じたサービス提供に
努めており、施設としてできることは柔軟に対応し、利用者様
に安心して豊かな生活が送れるよう配慮している。利用者様
や家族様の状況に応じて、通院や外出、送迎等の必要な支
援をしている。

(自己評価)

地域ボランティアの方が積極的に訪問して下さっている。協
力により踊りや演奏会等の慰問、地域の保育所等子供達か
らの訪問もある。生け花やパステル画は毎月実施し、利用者
様の持てる力を発揮できるよう支援している。また、地域の施
設や行事へ出掛けることにより心身をリラックスし、豊かな生
活となるよう支援している。新しい地域資源の発掘も、地域の
方々から意見をいただいて行っている。

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している
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グループ・ホーム　アンダンテ(東） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

運営者が病院長であり、ホームに隣接しているので緊急時等も含
め適切な医療を受けられるようオンコール体制ができている。受診
については家族様と話し合い、必要があれば専門医療機関を紹介
したり、入所前からのかかりつけ医を希望される時は、受診出来る
よう支援している。受診時は職員が付添いや送迎をし、必要に応じ
て家族が同行することもある。

(外部評価)

利用者は、敷地内にある法人医療機関がかかりつけ医となってお
り、月１回の往診と必要があれば随時診てもらうようになっている。
利用者の薬は、飲み忘れがないように、薬局で一回ずつまとめて
包装してくれており、ご家族や職員に服薬の注意点を説明してくれ
ている。精神面の不安から体調不良を感じる利用者があり、往診前
にそのような様子についても伝えるようにされている。医師から「大
丈夫ですよ」と言ってもらうと、ご本人は安心されるようだ。

(自己評価)

利用者様の健康・服薬状態等、体の状況について看護師に
相談・報告し、医師の指示にて受診や処置等の適切な看護
が受けられるよう支援している。

(自己評価)

入院時に情報を提供し、入院後職員がお見舞いに行く際には、必
要に応じて入院先の医師との面談により情報把握に努めている。
家族様と退院後の生活が不安にならないよう、受け入れ態勢や退
院後の生活について相談している。入院先と院長が治療について
情報交換が密にできているので、経過・対応等分かり安心できる。

(自己評価)

重度化や終末期については指針を作成しており、入居契約時に家
族に説明を行なっている。その事態が発生した時には家族との話
し合いを適宜に持っている。職員会や研修会で院長より方針や
ターミナルケアについて指導を受け、職員共通理解のもと、本人・
家族が安心して生活いただけるよう医師・看護師と連携して取り組
んでいる。

(外部評価)

終末期のあり方については、入居時に、ご家族や利用者に希望を聞き、さ
らに、医師が看取りが必要と判断した際には、再度、話し合われている。細
かな治療に関しても医師を交え、ご家族と話し合いながら取り組まれてい
る。ご家族間の意見が異なる場合には、話し合う場所を提供等されている。
管理者は「ご家族の気持は揺れ動く。その都度、意見や意向をお聞きし
て、悔いのないようにしてもらいたい」と話しておられた。アセスメント様式に
は「ターミナルの希望」を記入する欄があり、「最期はスーといきたいけど長
生きしたい。でも自分がその時になったらどうじゃろか」等、利用者の言葉
がそのまま書かれていた。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受
診や看護を受けられるように支援している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。ま
たは、そうした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている
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グループ・ホーム　アンダンテ(東） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

緊急時対応マニュアルを理解し、迅速に対応がとれるよう研
修を実施している。また、今年度も東温消防から講師を呼び
救急救命の講習を行った。今後、全ての職員が講習を受け
実践出来るよう努めていく。

(自己評価)

年に2回、利用者様と共に火災や地震を想定した避難誘導訓練、消化訓練
を行っている。夜間訓練、発生場所等についてはその都度変更して総合
訓練、ユニット訓練を実施して安全な避難訓練を行い利用者様の命を守っ
ている。地域の方々にも案内をし、訓練へ参加していただいている。その
際、消防署員立会って実施しており、適切なアドバイスを頂いている。また、
運営推進会議にて地域に出来ることを提案し、災害時には地域へ避難場
所として当施設を開放し、向かいのクリニックは周辺地域の緊急対応場所と
して開放したりと、相互体制整備に努めている。周辺地域の消防団や地域
役員との相互体制も進めている。

(外部評価)

事業所では、スプリンクラーや災害時の水の確保のためのタンク
と、ＡＥＤを設置された。ご家族にも協力していただき、ご家族手製
の利用者の防災頭巾を準備されている。訓練には地域の方も４～
５名ほど参加された。消防の方からは「避難時にはまず机を角によ
せ避難しやすいように通路を確保すること」「玄関の自動ドアの電
源を切る事」等アドバイスがあった。

(自己評価)

施設内のコンプライアンスルール等からも啓発をし、日常的
に利用者様一人一人の人権を尊重し、利用者様は人生の
先輩であり敬うことを共通認識しプライバシ－や誇りを重視し
言葉かけなど細やかなケアを心掛けている。

(外部評価)

職員は、介助される利用者は、「恥ずかしいという気持がある」「言
葉に出さずに我慢している事もある」という気持ちを踏まえて、利用
者に恥ずかしい思いをさせない介助を心がけておられる。利用者
が排泄に失敗した場合等には、他の方に分からないように居室で
着替え等ができるよう支援されている。

(自己評価)

いつでも何でも言える親和的・家庭的環境作りに努めてい
る。利用者様の思いや願いを知ることに努め、寄り添った関
わりを持ち本人が必要な場面で自己決定できるよう支援し、
その後も生き生きと生活が出来るよう見守っている。

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14
○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている
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グループ・ホーム　アンダンテ(東） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

利用者様の思いや願いに耳を傾け、心身状態やその日の
体調などに合わせて一人一人のペースに合わせ希望に添
えるよう支援している。一日をトータルで捉えその人らしい生
活ができたか気をつけている。

(自己評価)

定期的に訪問理美容サ－ビスを利用して、利用者様の希望に応じ
たカットや毛染め等をしている。着替えの際には本人に洋服の選択
をして頂いたり、季節やその人に合ったものを選んで頂いている。
又、身だしなみを意識できるような声かけを行い、清潔で心地良い
身だしなみとなるよう支援している。自分で出来ない方などについ
ては離床後等には特に注意し整容するよう心掛けている。

(自己評価)

個々にあった調理の下ごしらえや買い物・下膳・片付け等を一緒に
行っている。施設の畑で収穫した旬の食材を取り入れ、食への意
欲を引き出せるよう努めている。また行事やお祝いごとの時には、
特別献立を提供し喜ばれている。おはぎや柏餅など馴染みのある
ものを昔の力を発揮し職員へ教えて頂いたり、利用者様が主体的
に調理から食までの過程を楽しく行えるよう支援している。

(外部評価)

基本的なメニューは事業所が決めているが、いただき物等があった
際には、利用者に料理のアイディア等を聞き、献立を変更されてい
る。水分の制限がある方には、コップを工夫して、量の違いが分か
りにくいよう配慮されている。お茶は、利用者の好みに応じて「冷た
いもの」「温かいもの」「熱いもの」が選べるようにされている。青魚が
嫌いな方には、白身の魚を用意したり、味付けを変更する等して対
応されている。料理の下ごしらえや下膳、洗い物を行う利用者があ
り、調査訪問時には、４名の利用者が手袋を付けて里芋の皮むき
をされていた。

(自己評価)

毎日、食事量をチェックするとともに、水分摂取に配慮や介
助を要する方は、不足しないよう水分摂取量に気を付け、カ
ロリーの過不足や栄養の偏り、水分不足にならないよう知識
や意識を持って支援している。

(自己評価)

毎食後口腔ケアの声掛けと、ご自分で出来ない方は介助に
て口腔ケアを実施している。就寝前の口腔ケアは義歯を外し
洗浄剤を利用して洗浄し、口腔内の状態を把握している。嘱
託歯科医に口腔ケアについて指導・助言をして頂いている。

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している
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グループ・ホーム　アンダンテ(東） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

排泄チェック表を活用しながら、一人ひとりの排泄パターンを
把握し、トイレ誘導や、声かけをし排泄の自立に向けた支援
を行い、日中パットやオムツを外して生活されるようになった
利用者様もおられる。出来るだけ残存機能を活用していた
だき、ご自分でできない所は手伝わせていただいている。

(外部評価)

おむつや紙パンツ等を使用して入居する方が多いが、利用
者ご本人の排泄状況を見ながら支援を検討されている。段
階をおって徐々に布パンツに移行できるよう支援している
ケースでは、利用者の不安等があれば原因も探りながら支
援されている。

(自己評価)

排便を記録し、利用者様の排泄パタ‐ンを確認している。食
事に繊維質のものを取り入れたり、乳製品や水分の摂取等、
一人一人に合った対応を行っている。散歩や体操、腹部の
マッサージを行う等、個々に応じて対応している。また、便秘
が重度化しないよう、看護師・主治医に相談し対応してい
る。

(自己評価)

その日の体調等に合わせ、一人一人の状況に応じた方法に
より、安全な入浴ができるよう努めている。入浴が快適で楽し
い時間となるよう支援し、入浴後には、希望に応じた保湿液
等を使用している。

(外部評価)

基本的には週に２回入浴できるように支援されている。寒が
りのため「服を脱いだ時の寒さが嫌い」と、入浴を拒む方に
は、脱衣所を温めてから声を掛けることで入浴につながって
いる。

(自己評価)

利用者様が安眠の状態に導くように日中は適度な運動やレ
クリエ－ション等を心がけたり、心地よく休息できるようアロマ
オイルを焚いたり夜間安眠できる生活リズムを整えるよう支援
している。

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援を
している

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防
に取り組んでいる
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グループ・ホーム　アンダンテ(東） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

薬表を個々にファイルし、職員が薬把握し効能や副作用などを理
解している。薬は飲みやすくするためにできるだけ一包化し、職員
が手渡し又は口腔内に服薬するように支援し誤薬がないよう確認し
ている。内服薬が変更になった場合は、特に症状の変化の確認に
努め、申し送りノートなどでの情報共有に努め、必要があれば主治
医に報告している。

(自己評価)

日々の生活の中で趣味や得意分野を把握し、一人一人に
合った活動ができる環境作りをしている。掃除・調理・洗濯等
の手伝いにより、役割を持って生活して頂いている。また、散
歩やドライブ等で気分転換を図ったり楽しみのある場面作り
を提供している。

(自己評価)

日常的に利用者様の気分や体調を伺いながら、散歩やドラ
イブ等の支援を行っている。地域の祭や行事への参加、買
い物や観劇等に外出の機会を増やすよう努めている。また、
自宅に戻り馴染みの方々との交流を図れるよう、家族様と協
力し送迎等支援している。

(外部評価)

事業所では「目で見る・匂いを嗅ぐ・肌で感じる」等、刺激を作る機
会を大切にしており、天気の良い日には散歩に出かけたり、時に
は、市内の坊っちゃん劇場で劇を楽しめるよう支援されている。春、
秋は花等の自然を見に出かけておられる。外出を不安や億劫に感
じる利用者には、「今日はとても天気がよく外は気持いいですよ」
「お花がきれいに咲いていたので見にいきませんか」と興味が持て
るよう声をかけ、安心して外出できるよう支援されている。

(自己評価)

自己管理が出来る方については所持していただき、必要に
応じて外出時に使って頂いている。利用者様の要望に合わ
せ買い物をしてもらい、本人が支払いをしているが所持され
ている方は少ない。

(自己評価)

携帯電話を持ち、ご家族様と話をされている利用者様もい
る。また、手紙のやり取りの際には、投函の依頼があればお
受けしている。暑中見舞い等ハガキ作りを手伝い、投函でき
るよう支援している。

51
○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している

50

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている
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グループ・ホーム　アンダンテ(東） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
利用者様が集まる食堂や玄関には、季節に応じた生花や観葉植
物、手作りの飾り物等を配置している。施設横の畑では季節に合わ
せた野菜を栽培して収穫、調理し楽しまれている。共用の空間は
採光・空調・換気等、工夫された設計であり、灯りやエアコンの調整
をこまめに行ったりして心地良い環境を整えている。トイレや各居室
には案内の表札をつけたりして不快や混乱のないよう工夫してい
る。
(外部評価)

事業所は天井が高い作りとなっており、窓も大きく自然の光が入り
明るい。裏の芝生には木や花が植えられており、職員は、四季
折々の花を摘んで食堂のテーブルに生けておられる。昼食後には
数名の利用者がテレビ前のソファーに移動しテレビを見ておられ
た。又、食堂のテーブルで新聞を読んでいる方もおられた。イベン
トの折りには、「交流ルーム」を開放して両ユニットをつなげて広い
空間を作っておられる。

利用者が多くの時間を過ごす共用空間が、利用者にとって快適で
居心地良い場所になっているか、時々、話し合うような機会を作っ
てみてはどうだろうか。ご家族や運営推進会議メンバーの方等が来
訪された際にも感想やご意見を聞きながら、利用者主体の暮らしの
場を整備していかれてほしい。

(自己評価)

外にはベンチが置いてあり、リビングにはソファーを置いて、
憩いの場としてスペ－スを広く確保しており、思い思いに過
ごせるような共用空間となっている。常に所在を確認し、安
心して気の合った利用者様同士で思い思いに過ごせるよう
な環境作りを心掛けている。

(自己評価)

使い慣れた家具、冷蔵庫や仏壇、家族の写真や飾り物など
利用者様思い思いの馴染みの品を持ち込まれ、心地よく安
心して過ごせるよう配慮している。

(外部評価)

自宅から仏壇や椅子を持って来られたり、木彫りが趣味の方はお
気に入りの木彫り作品を数点出窓に飾っておられた。事業所の生
け花クラブで生けた花を飾っている方もあった。自作の俳句や習字
を壁に貼っている方もおられた。パジャマをハンガーに掛けて居室
に掛けている方もあった。掃除は職員と一緒に、モップ等を使用し
て行っておられる。エアコンが備え付けてあるが、利用者の中には
「もったいない」と自分でスイッチを切る方もあるようだ。

(自己評価)

一人一人が安心して安全に生活できるよう設計されている
が、居室やトイレ、お風呂を間違わないように、高さにも配慮
し表札を付けわかりやすくしている。迷い等があった場合は
その都度、職員が対応しており、利用者様個々の能力に応
じた生活ができるよう、物の配置に配慮するなど環境整備に
も努めている。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した
生活が送れるように工夫している

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている
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